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みどり東京・温暖化防止プロジェクト
市町村の取組紹介

　本プロジェクトでは、自然環境保護及び地球温暖化防止についての普及・
啓発を目的とする市区町村の自主事業に対する助成を行っています。本助
成を活用して多摩・島しょ地域の自治体で実施された取組を紹介します。

　町田市では、生物多様性保全に関する多様な主体の交流の場づくりを
目的として、「生きもの共生フォーラム」を開催しています。
　2021 年度は 12 月に、市内で環境保全活動をしている和光大学教授 
堂前雅史氏による「市民活動と生物多様性」をテーマとした講演と、14
の市内活動団体による活動紹介を行いました。他団体の活動内容を知り、
団体と交流するきっかけを作りました。
　市のホームページでは、フォーラムの様子だけでなく、市民協働の生
きもの調査の報告書「まちだ生きものアルバム」などを公開しています
ので、是非一度ご覧ください。

　小金井市では、市民及び事業者の省エネ意識の向上を図り、二酸化炭
素排出の主原因となっている電力及びガスの使用量を削減することを目
的として、各家庭や事業所ごとにエネルギー使用量の削減にチャレンジ
する取組「省エネチャレンジ事業」を行っています。
　参加者からチャレンジした報告書を提出してもらい、エネルギー使用
量の削減率に応じたポイントの付与及び記念品の贈呈を行っています。
　この事業を継続し、より多くの市民及び事業者の省エネ意識を高め、
地域からの二酸化炭素排出量削減を進めていきます。

　大島町では、町内各地区の婦人会が主体となり、地域に花を咲かせる
事業を実施しています。地域ごとの主要道路沿いにある花壇や空き地な
どに季節ごとの花を咲かせ、島民や観光客にやすらぎと小さな感動を与
えることを目的に事業を実施しています。また、海岸線などに多く繁殖
している「クロマツ」などの景観や防風林としての役割を保つため、松
枯れ対策も実施しています。
　これら事業を継続し、花と緑にあふれたまちづくりと、さらなる地域
コミュニティの活性化を目指していきます。

【問合せ先】町田市 環境共生課　TEL 042-724-4391

【問合せ先】小金井市 環境政策課　TEL 042-387-9817

【問合せ先】大島町 政策推進課　TEL 04992-2-1444

１ 町田市　　生物多様性保全推進事業

３ 大島町　　地域に花を咲かせる事業
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２ 小金井市　　省エネチャレンジ事業

シンポジウム開催のお知らせ

避難・避難所運営のあり方
～多様な主体との連携～

　近年、令和元年東日本台風や南海トラフ地震での島しょ部における津波被害想定など、多摩・島しょ地域
においても災害は身近なものとなっている中、災害時の避難・避難所運営のあり方は、度々起こる災害により、
大きく変化しています。しかし、事前の備えから、発災時の対応、復旧、復興まで多岐にわたる業務があり、
人員不足を始めとして行政だけでこれらの対応を行うのは困難な状況にあります。
　今回、「避難・避難所運営のあり方～多様な主体との連携～」をテーマとし、災害現場の実態や避難・避難
所対応の取組、課題や今後の方向性などを提示することで、行政だけでなく住民やNPO団体、民間企業な
ど様々な関係者とともに災害対応に当たることの必要性について理解し、取組につなげてもらうことを目的
としてシンポジウムを開催します。関心のある方のご参加をお待ちしています。

基調講演
● 多様な主体と連携した避難・避難所の対応（仮）
　 国崎 信江　株式会社 危機管理教育研究所 代表

調査研究結果発表
● 多摩・島しょ地域自治体における避難・避難所のあり方に関する調査研究結果
　 目﨑 絢　（公財）東京市町村自治調査会 企画調査部 調査課 研究員

パネルディスカッション
● 第１部　避難・避難所における住民・他機関連携～自治体・支援団体の視点から～
● 第２部　避難・避難所運営のあり方についての意見交換
＜登壇者＞
コーディネーター　国崎 信江　株式会社 危機管理教育研究所 代表
パネリスト　　　　岩本 武継　益城町 危機管理課長
　　　　　　　　　村野 淳子　別府市 防災局 防災危機管理課 防災推進専門員
　　　　　　　　　浦野 愛　　認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード 常務理事

日 時
2022年7月20日（水）13：30～ 16：45

会　場
府中市市民活動センタープラッツ バルトホール
（東京都府中市宮町１-100 ル・シーニュ５階）

参加費　無料

主　催
公益財団法人　東京市町村自治調査会
（2022年度調査研究結果発表シンポジウム）
※シンポジウムの詳細および申し込み方法は「ぐるり 39」６月号に掲載予定です。
※新型コロナウイルスの感染状況や登壇者の災害対応等により、やむを得ず中止となる場合があります。

日 時

当日の構成（予定）

会 場

参加費

主 催
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